
2011 年 5 月 17 日、T-Kernel の新

バージョンである「T-Kernel 2.0」

が一般公開された。本セッションは、

その最新情報の紹介である。

●T-Kernel 2.0とT2EX（松為）
最初に、T-Kernel 2.0 を策定した

ワーキンググループの座長である松

為氏が概要を解説した。

T-Kernel 2.0 は、従来の T-Kernel 

1.0の設計方針や特長を引き継いだ

上で、CPUの高性能化やデバイスの

大容量化に対応した新OS。64ビッ

トデータやマイクロ秒単位の時間指

定などの新機能を追加した。もちろ

ん従来版と互換性がある。

大きな特長は「ワンストップサービ

ス」で提供されること。カーネル本

体だけでなく、デバイスドライバや

Eclipseの開発環境、エミュレータな

ど、開発に必要なソフトウェア一式

をまとめてダウンロードできるように

してユーザの利便性を図っている。

さらに2012年前半には、ファイ

ル管理機能やネットワーク通信機能

を追加する「T2EX」（T-Kernel 2.0 

Extension）も提供する予定である。

●多彩な応用製品（松為）
続いて、各社からT-Kernel 2.0を

使った各種製品やソリューションが

紹介された。

パーソナルメディアは、リアルタイ

ムOSの「PMC T-Kernel 2.0」のほか、

デバイスドライバの「PMC T-Driver」、

T-Kernel 2.0 を搭載した SDK付きの

組 込みボードである「T-Kernel 2.0 

リファレンスキット」、Android 端末

の周辺機器をT-Kernelで開発するた

めの開発 評 価キット「T-Kernel for 

Android Open Accessory」、Windows

とT-Kernelを並列実行できる「RTH 

with T-Kernel」など、充実した品ぞ

ろえを発表した。

●T-KernelもAndroidも動く（豊山）
T-Engine フォーラムの幹事会員

で あ る 日 立 超 LSI シ ス テ ム ズ は

T-Kernel2.0 を中心としたソリュー

ションを数多く提供しているが、そ

の中から豊山氏が紹介したのは「リ

アルタイム・オーガナイザ」。これは、

マ ル チ コ ア で T-Kernel と Linux ／

Android を同時に実行し、RTOS の

性能と汎用 OS の機能の両方を実現

するシステムだ。

ほかにも、各種ミドルウェアや、

T-Kernel 2.0の上にマイクロソフト

の .NET を 載 せ た「T-Kernel 2.0 × 

.NET Micro Framework」などを紹

介した。

●充実した保証とサポート（金子）
同じく T-Engine フォーラムの幹

事会員であるイーソルは、2010年

12 月にいち早く T-Kernel 2.0 のサ

ポートを発表した。同社はT-Kernel

に高速起動や論理ファイルシステ

ム、システム保護など各種の機能

を追加して、これらの品質保証や

サポートも行っている。金子氏に

よると「誰でも無償で利用できる

T-Kernelだからこそ、当社のような

メーカーによる品質保証やサポート

のサービスが重要」とのこと。

同 社 の OS で あ る eT-Kernel の

T-Kernel 2.0 対応版は、2012 年 2Q

にリリース予定。
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